
276 生　産　研　究

ロケットエンジン試験用水平連転台訟よび

計測室の設計並びに建設について

坪Ji“／1E・池辺　陽・矢代秀雄・吉鴫秀雄

　まえがき

　二ゐ設計ノガ・建設、仁，テス1スTlノド建設小委員会

（糸川，坪井，池君　中「U一冨一ヒ晴密KKI．二kっ．：基

礎案を作・，欲承設計おヒび構造設計は池辺研究室（池

辺，吉田　『＾らび，二坪一’　ef究室r坪井，矢代，秋野〉で

それ”t；担ゴ乳，詳細1没計℃こひ現場管理は，水・1’　S4転台

に関L．：、端11記両研突室，計測室については両研究室乞

東大宮繕課二．協同て行わ」1た・

　施エは；占フk建設KK仙台戎店秋田出張所，現場』ifT田

山喜久治氏・

　1．　水平運転台および計測室に関しての予備知識

　文軌㌃’：E訊，一’k平運転台．1．　kひ計εH憧の概榎、宇次の

　　　　t．t　　　　’　t　　　ア　　　　迎1－一二・

敷　地　傭　鰍

テス1ス・ンド前向

灘鍵撫

計測室背面

計測室前面，手前は計測ケー7ル用唄樋

焼実験を二

予測さ逝ざる危険、

える1撚焼室ハ破壊仁防止する二．／／

．’）安翁措置を諭「．ろ二どは必要欠くべからさる二と．一の

るtt　と強調さlt　〃」号合」こよ．tてけ：エン：yカー破壊しチ

ノバー壁か寸断ン四方・二飛散ナろ場含も考えられる，

したか．、て実際二推進薬を用いる試駒二際L『：はぽと・L

ビ全部遠隔操作、二よttて行い，人ts：S完全に防護き！．た

防壁，まアニ：工防壁．二よ一，て周囲から隔離さオ1た室二入つ

てロ≒．・トくソジンの燃焼状況の観測を行岬1ね；之なら、’．、

い．その上，こもL事故または爆発が起，rゴ易台に被吉を

最少限にくいとめるように安全の措置が取られるのか通

例とな，ノている．”と数々のロケノト試験でノ）安全措置を

挙げている中で，　e躁作員は，潜水艦乃潜塁鏡のよう

な非常に厚い硝子を通して観測を行い，この安全硝子に

直接破片か当らないように鏡によって被試験体の状堺を

　．（’9一ロ7ソトエンジンに関一セ6一豊1試験

し1．：，t　a）製作の良否ア1試験bl組立の良

否’II」V≒與c1主機を1燃焼さ一L“　；’・：行〕各部・．｝

機能一〔び作動試験d．1賜焼実験L二川よ推i

薬i用いる作動G一よび性能亭k験：お臥地上

、“srt場．二塩＋る発火，式験二飛行試験とミ「り庁

ljZ，1以上凸4ifiであ∩，水平運転台1テーへ

1・，fンド〕は　dの地上試騎場にお1’1る燃

一中’行一1｛t’て劃る，そLて二り実験時．っ

　　　二対1．．：，”娃進薬つ取扱」高圧二耐

　　　　　　　　　　＋．よひ破壊Lた場含

　　　　　　　　　　　　　　　　．r．L

海岸IR，］　）り見たテストスPtンドおよび計測室
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反射させて観測するよ」にtk　vている．　h個々の施設

はその一つの事故か他に影響Lないよう十分に離して設

置される．　i）試験場は爆発か起ッた時，・tyジソ本体

の破片にょる榴弾効果を減ずるためと，安全を保持する

テストス「aンドェ事中（コンクリート打ち）

趣

テストス・’・ンドエ事中（型枠除去後）

鍵

鷺

轡
樽汐

澱

’欝i碧臼

計測室工事中（基礎板配筋）

計測室工事中（型枠取り付け）
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ために通常各側面に防壁を築いておのおのの干渉を防ぐ

よ5になっている．　」）測定計器は，遠隔指示または遠

隔記録式のものでtv　O，完全に外部と絶縁され．た計測室

において測定を行うようになっている．

等ゼが計測室に関してその内容を示している．

　2．道川実験場の特殊条件

　ロケット実験場としての道川は，その選定基準が，a）

海岸であること．　b）人家から離れていること．　c）漁

船飛行機その他の動きの比較的少ない二と．であったこ

とが建設の条件とLては当然不利なものとなってくる．

　そのために，次のような条件が計画の前提として考え

られた．

　1）砂地のため基礎り固定が極めて困難であり、砂上．）

運搬もよ1）多くの労力を必要とする・　2）防風雪林外に

あって直接に激Lい風雪の害を受ける．そのために特に

建設物周辺の砂表の動きが甚しい．　3）2は同時に海風

による鉄類の腐蝕を著しくする．　4）寒冷地であるこ

と．特に本工事中は極寒期に属しておi），雪および雨の

影響を受けることが甚しい．

　以上のことから，構造計画施工計画に次の事項か採

用されt二・

　1）　鉄筋コンクリート構造によるシエル型式　2）刃型

浮函基礎　3）露出鉄部を少なくし，防錆処理に留意する

こと，　4）防雪上屋の仮設

3．設　計　計　画

　1）設　計　概　要

第1衰　設計概要

水　平　運　転　台 計　　　測 室

1楊　　　所．

i設計期間1
建設　　〃

建築面積
最高部高さ

構　　　造

外部仕上

1

内部仕　ヒ

秋田県由利郡岩堀町
　　　道川大字勝手
1955　　10／1－10／3e

1955　　11f12、12／3エ

　15．7坪
標準地盤面より　4、020M

鉄筋コンクリート造

外壁．屋根～R．C．打放
　　　　　防水剤塗

開口螂一スティールシャ
ッターおよびサッシユは
B．C，Z．下地耐酸ペイ
ント塗

犬走一R．c打櫨．饅押凡

仕h

床一モルタル塗

巾木一一コンクリート封放

ny－一ドリゾール版打込・

白セメント吹付

天＃一一同．1：

　　同　　左

1955．　10／1～11〆25

〃　　　12／6噌1956．　2／15

12，83坪

4．OQOM

　　同　　左

外壁屋根一R、c．汀放
防水割塗

一部木造フレキシブル｛
一ド張ピ．；一ルペイント

仕上

ifA－＝．タ；ットパイブ内

径200mmR．C．打込
開口部～木袈ガラスた出
および嵌殺窓

ドアーは一本引戸．一部
鋼袈ヒ出窓　エヤータイ
ト．防弾ガラス入

犬走一R．C．打放．金罎押

別　　記
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第2表　計測富室内仕上表

瞭よ・・1天井1・剴

’　歴　研　究

室名1床
　　　1
計測室1木造杉板
　　　　張オイル

　　　　ステイン

　　　1仕上
　　　1

白モルタ
ル金鐙仕
上高750
一部木製
ラワンオ
イルステ
イン

イスララ塗ノブ一
ゾトタみ刀饗説

木裂造作
机付才イ
ルステイ
ン塗

控　　室　　同　　上

暗　室1賢麩ル．

便　　所
洗面所

同　　上

同　上 同　上

　b）基礎…一海羊妙・ノ碁礎ドの移動をおそれること

　　　　、．．．一．…』一署麟緯ぴテストスタソ

　　　　1　　　　鉄配1コンPU－L　ドの推力（最大5ton）

　　　　　　　　　　　　　　　とそれによる振動を

　　　　　　　　　　　　　　　考慮して共に鉄筋コ

　　　　　　　　　　　　　　　ンクリー　トによる
　　　　　第　1　図　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　ntベタ基礎”とし，て

の厚さはテストスタソド40cm，計測室30cmとする．

さらに基礎盤周囲に前者1m，後者80cmの深さの匁型

をめぐらすことによって，盤下の砂の逃げることを防

ぐ．

・・」 同上およ
び流しコ
ンロ台付

同　上　1同　上

防水モル
タル塗

同　上

上部物入床．
下端あらわ．　　　　流し付
しステイン1

同　上

　．th．　　　　　　　－4

♂

水洗便器
CF63　A
L－92付1

’Va IeG

ぐコ計測室平面図

計測室断面図

一▼

　　　　1　　　　．

蓬蝋ザ　　肥
…一．一．．

藝郵墾’ II．1±

ミミ

[　1
唐P十

・L4一・砧．

、．戸
て

◇計測室立面図一南

計測室立面図一西
◇

．iコ恥。．一．固 ロー一一

　2）構　造　計　画

a）配X：一テストスタンドと計測室はエソジソ実

験による振動ハ影響を少なくするためにおのおの分離し

て計画すろ．

　　　1旨

ミま壷量一盈響駕冷一一

ノ　　　　

’r：そr＞　　　　1

　　　　、．、：r”、．．．二二．一．一一遥．

　　　　　　　t’ロ　　　　コ　り　　R
　　－一一一一一一一　　．寸一

　　二ニー］1二三三笠竺ごヱ

｛・，t・’”1　＠．脇坪a

配 置 図

　　　　　　　計測室立面図一束

　c）壁および屋根の構造：一両者共構造型式は安全率

が他の構造型式より高いシエル型式を採用し，テストス

タソドはFケットエγジyの異状爆発の際の考慮から戦

時中の耐弾構造を参照して，壁屋根共厚25cm格子状復

配筋とし，さらに破片による榴弾効果から構造主体を保

護するために，内壁天井共ドリゾーJL版（木毛セメyト

プPック厚12cm）をコyクリー1・と同時打込にして使用

する．

写真1　テストスタンド基礎版の配筋
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写真2　テストスタンド屋根ドリゾール版

　　　および配筋

　躍→m．一一一一一一一一一一s．e〃

一・一一一．－1〃〃
卿

鼻

」

写真3　計測室屋根配筋

　計測室はいわゆる耐

爆構造で砂嚢等をのせ

ることも考えて余力を

持た也γエル部分コ

ソクリート厚15cm単

醗筋妻壁厚30cm複
配筋とする．

　3）　テストスタンド

　　内エンジンペット

　　取付

　工γジンベットは富一［一＝：

士精密の設計になる鉄
　　　　　　　　　　　　　　tLv
骨製でエソジソ最大推

力5tonということか

らその基礎は振動を考慮して当初テストスタソドの基礎

写真5　エンジンベフト用アンカrボルト打込

ホ平運転台平面図

水平運転台西側立面図

LLttV“

　　I
h　IIIII
　．@1　．　1　　…’口ili

i：I　II

　I　I　　　　．　　　I　I　　　　　　　　III　．II

c／糖1

．Ilil．．I　I　I．

　．P　　　．　I　　　　　　　　I．

?D
水平運転台南剛立面図

肥

ミ1

R‘　　～54
フラプ月Fリ9甥’～クθ

H

＿1’・e

　　　　　ホ平運転台断面図

と分離することも考えたが，砂地での施工および重量の

問題から，テストスタyドの基礎版を厚くして一体にす

ることにし，詳細図々示のようにアyカーボルトを計画

した．
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生　産　研　究

プラスターの中に混合したも

の．塗．厚20mm．

　c）　防弾ガラス～観測窓が60

cmx120cmの大きさを要求さ

’幽

．：．OP ■．鷹　．、 ピ響解渉
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・疑響ρ　、、　　、し
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卿一一→
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⊥
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己皿一 卑
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水平運転台構造図

　4）特殊仕上

　a）　ドリゾール版～前述，50cm×150cmx厚12cm

　b）　ゾノライトプラスター一計測室において夏季日照

による屋根版よりの輻射熱遮断冬季室内の結露防止お

よび防音のために使用，雲母系Vermiculiteを砂の代り

にト突出窓とし，ガラスは12mm厚磨強化ガラス2枚を

ボリビニールプチラールにょり張合わせた防弾ガラ．スを

使用．厚24．5mm．
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　4・　施工計画および経過

　1　陛雪上屋
　工期が11月一2月で，特に計測室はコソクリート打

がユ2，1月の極興期に当り，積flmを予定されたので
全体を覆うよ）仮設上屋を設けて，工事の進捗と防寒に
対処する，

　　　　　　写真7　防　雪　上　屋

　2）根伐および地業工事
　砂層を，特に盤下の砂層を可能な限り痛めない形で施

工するために1弧型部分の根伐および配筋作業のための

地業に考慮を必要とした．すなわちN型部分とつなぎ梁

の埋殺し仮枠を当初木製で計画していたが，その腐蝕と

　　　　　　　　　　　　　　　第　　3　　表

乏れにょ1）生ずる空隙をお；これ．ることから，大波形スレ．

一卜板を使用Lた．aレー］・は根伐底より下約30cm理

め，上部は鉄線にょ．、て対辺とつなぎ固定した・

　砂層は水締めをして密実にすると，その麦持力は相当

増大するので，根伐底を十分水締めして後，直ちに捨コ

yクV一トを打ち水締めによ．、てできた密実な砂層を廉

護すると共に，配筋作業を行い易くした．

　3）　コンクリート打．およひ養生

月平均気温2．’C以下の期聞を極寒期と称しているが，

秋田県は12月～3月迄がこれに当るナこめに，コソグy

一トェ事は“日本建築学会建築工事標準仕様書mO）うち

　　　　　　　　　　　　極寒期コンクリート施工法

テ　ス　ト　ス　タ　ン　ド 計　　測　　室

礎 壁・屋　根　　基 礎1壁・屋根
55年　　　1Z月 ・・年12月・5年・2則56年・H

．3・r．・・日・・日1・。・i1判・3日「・・日・・日・3司・・日

最　高　気　溜（°C）十11，5

最　　低　　気　　温（ocノ　十4．1

測定した時聞（時）．14　17

気　温（°C）1’1・5i8・5

水　　　温（OC）14・5i

砂の温度し゜C）3．5

セメント
　　のaSff　C°C）

コンクリート
　　　　　　11　9　　の温度（°C）
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第　　4　　表

D

i1D

砂耳詔D≡1：2．2：3．0　（容積言十量）

用量44袋／立坪

による保温

　計測室基礎
日中最高温度15⊃Cおよび4°C　水セメyト銘

60％　現場調合比（セメント：砂：砂利）＝L：

2．2：3．3　セメソト使用量　42袋1立坪　風除

および養生は上に同じ

　計測室壁およぴ屋根

日中最高温度1、2。C　水ヤメγト比60％］i
スラソプ22㎝　現場調合比（セメソト：砂：
砂利）＝1：2．0：2．6　セメソト使用量46袋／立

坪　水温10。Cこれは23°C迄温めて使用防雪

上屋仮設，仮枠も内部より暖房t，床上15ecm

で10°C・これはコyクリート打後1週間昼疫
継続．　　　　　　　　　　　　　　　　（1956．　5．　2）

　に準じて行うことにし，工

　期短縮のために基礎のみ早
　強ボノL．トラyド七メソトを

　使用した．なお現地の気温

　測定の結果，いわゆる三寒

　四温に近い形で，3～4日
　毎に寒暖の週期があウたの

　で，できる限りこの暖い日

　にコンクリート打すること

　に努めた・

　　以下はコyクリート打お

　よび養生についての記録で

　ある（附表参照）．

　　　テストスタンド基礎お

　　　よび壁・屋根

　　日中最高温度10～12DC

　　水セメyト比60％　 現
　　場調合比（．セメソト：砂：

　　　　　　　eメyト使
風除およびビ＝－」L・7一ト莚
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